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により求められる HIC 値が 1000 未満，衝撃加速度のピー

クが 200G 未満の両方を満足する落下高さを安全な高さと

する試験である． 

 
・・・(1) 

 
t1：積分開始時刻(s)，t2：積分終了時刻(s)，a：衝撃加速 

度(G)，max：最大値をとることを意味する演算記号 

（２）簡易支持力試験および路面硬さ試験 

簡易支持力試験および路面硬さ試験は，ある一定質量の

重錘を落下させた時の衝撃加速度を求めるものである．本

研究においては，安全な高さとの相関性を評価するために，

試験により得られる衝撃加速度を用い，高さのファクター

を含む式(2)によって舗装のバネ定数 k を求めた． 

hg
amk
⋅
⋅

=
2

2
    ・・・(2) 

m：落下重錘の質量（kg），a：衝撃加速度（m/s2）， 

  g：重力加速度（m/s2），h：落下高さ（m） 

３-２．HIC 試験と簡易支持力・路面硬さ試験との相関性 

HIC試験により求めた上記14種類の試験舗装の安全な高

さを図-1に示す．図より，本試験舗装の安全な高さは，30cm

から 170cm 程度の範囲にある．この高さは，平均台からす

べり台程度の高さの遊具に相当する． 
 次に各試験から得られた衝撃加速度と試験高さから算出

したバネ定数を図-2に示す．図より，HIC 試験と簡易支持

力試験および路面硬さ試験の間には高い相関が認められた．

図-3には，HIC 試験により求まる安全な高さと，各試験か

ら算出したバネ定数を示す．こちらも高い相関が得られた． 

以上の結果より，HIC 試験と簡易支持力試験および路面

硬さ試験による評価値には高い相関性があり，図-3に示す

ように簡易支持力試験および路面硬さ試験の両試験結果か

ら求まるバネ定数から安全な高さを推定することによって，

HIC 試験の代替試験として使用できる可能性が高いものと考えられる． 

４．おわりに 

 遊具周辺舗装の落下に対する安全な高さを評価する方法として，簡易支持力試験や路面硬さ試験が HIC 試

験の代替試験として適用できる可能性が見出せた．今後は，さらに衝撃吸収性の異なる条件下での評価を進め，

評価試験の適用範囲を明確にするなど，実用化への検討を進めるとともに，利用者の安全性や快適性を考慮し

た歩行者系舗装の理論的構造設計法の枠組みへ，遊具周辺舗装の安全性評価を適用していく予定である． 
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